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稲わら原料の部位別構造特I性に

起因する直接酵素糖化特I性の解析接 素因

稲わらは、葉鞘、葉身、程部及び節に分画することができますが、部位ごとに成分特性や

酵素糖化特性を解析することによって、諸特性が大きく異なることを確認しました。本研究

から、程部が澱粉等の非繊維性炭水化物などの六炭糖の蓄積量が多く、直接酵素糖化に適し

た部位であることを確認し、DISC法(A210成果)の開発に繋げました。

’1.稲わらを構成する各部位における繊維質中セルロースの直接酵素糖化特性
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図1 稲わら(品種：リーフスター)の分画、脱澱粉処理後に得られる繊維質の酵素

糖化'性(左：各部位のセルロース量に対する酵素糖化率(％)、右：稲わらの模式図と各
部位の位置。番号は植物体の最上部を1と定義｡）

稲わらの各部位の直接酵素糖化率は、殆どの部位で25％前後でしたが、第2～5程部での糖化率

は大きく向上しており、この画分がセルロースの直接糖化に適していることを確認しました。
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2.各部位における六炭糖の蓄積量と回収可能童
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■NSC(非繊維性炭水化物）

■C6infibers(enzymaticallysaccharified)
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図2稲わら（品種：リーフスター)の各部位における非繊維性炭水化物としての六炭糖(C6、青色)量、繊維質中の

C6量(赤色十白色)、並びに酵素糖化により回収可能なC6量(赤色)各部位の右斜め下の数字(g)は、乾燥稲

わら1kgから得られる各部位の重量。横軸は､1kgの乾燥稲わら中に含まれる､各部位由来のC6量とその組成。

各部位の番号については、植物体の最上部を第1と定義。

程部(C-2～C-5)にはC6が多く含まれ、その酵素糖化性も高いことが確認されました。また、

葉鞘部のC6量も比較的多いのに対して、酵素糖化性が低いことが明らかとなりました。直接糖化技

術を改良し、程部と葉鞘部で繊維質中のC6回収率が向上することが重要と考えられます。

【論文】Parketal.,Biosci.Biotechnol.Biochem.(2009)

Parketal.,Biosci.Biotechnol.Biochem.(2010)
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